
《契約件名》

概要・具体的な取組内容
（事業の趣旨）

＊契約日から、事後の整理期間まで含んだ期間を記載。

　　　 成果報告書       

団体名称 公益財団法人 東京交響楽団

担当者連絡先

（担当部署）チケット販売本部

（氏　　名）佐藤 雄己

（電　　話）044-520-1518

事業期間
令和3年1月21日～令和3年3月31日

（完了報告書・業務収支決算書は委託契約満了日3月31日に証憑・資料一式とともに提出済）

（Ｆ ａ ｘ）044-543-1488

１．概　　要

事　　業　　名
「共創型」による文化芸術の高付加価値化プロジェクト

～クラシック音楽による先行モデル～

事業のねらい、波及効果など

【事業のねらいと想定する波及効果（企画提案書「業務計画」より抜粋）】
①年間約4,000の公演・総入場者数約400万人を動員するクラシック音楽業界の中でも求
心力・発信力の大きいオーケストラ団体が、1団体ではなく複数団体でプロジェクトに取
り組むモデルケースをつくり、保守的なクラシック音楽業界において、横断的な取り組
み、新たな鑑賞手法を、自発的に考案する直接的な刺激・動機付けとなること。
②電子チケット導入による「デジタル化」を促進することで、Withコロナ下において安
全で持続的な公演開催に資する購買環境・鑑賞環境を確立し、かつ一方で、公演延期・
中止の際の最大の問題点の一つでもあった災害時のチケット関連業務を簡素化・省力化
させること。

【本事業実施による数値目標（企画提案書「業務計画」より転載）】
①20代30代40代のチケット申込割合80％以上
②配信での鑑賞者数2万人（延べ人数）以上
③本コンサート鑑賞でオーケストラ公演への興味が喚起されチケット購入
　に結びついた割合130％以上
④購買環境・鑑賞環境が改善されたことによるネット予約の割合130％以上
＊本事業で目指すこと、試みること（目的・ねらい）を記載。定性的なねらいや波及効果に加え、できる限り定量的な目標値も記載。

事
業
の
必
要
性

本事業実施にあたっての
活かせる団体の強み

①高い芸術性と先進性
2020年度ミュージック・ペンクラブ音楽賞を3年連続受賞するなど、高い芸術性を有した
日本を代表するオーケストラの一つであり、コロナ禍に直面しても一番初めに10万人が
鑑賞した「無観客演奏会」を配信するなど、自主運営のオーケストラとして積極的な事
業展開を行ってきている。
②チケットレスなどDX推進のノウハウ
これまでに「VR オーケストラ」や音楽動画月額制配信事業（TSO MUSIC&VIDEO 
SUBSCRIPTION）、物販のEC事業などIT技術を活用した先進的な取り組みを行ってきてお
り、2019年3月にはプロオーケストラとして初めてLINE社（LINE TICKET）と提携した電
子チケットを本格導入した。
③過去事業での育成人材（過去事業との連続性）
2014年度から2018年度まで「戦略的芸術文化創造推進事業」を5回連続で採択された実績
があり、その事業を担当した人材（2017年度・2018年度）が経験や知見を活かし、短期
間で迅速かつ的確に事務処理まで含め本事業を実施することができた。

＊強みとして有している資源(情報、能力、経験、信頼、文化など)を記載

日本全国の複数のプロオーケストラとともに、コロナ禍を乗り越え、次世代へ音楽文化
の「灯」を繋ぐ新たな事業展開として、チームラボボーダレスとの異分野連携を基調と
し、広く社会の人々（聴衆）を巻き込み、立場の異なる人々が協働する「共創」によっ
て、クラシック音楽のさらなる価値向上と新規クラシック音楽ファンを開拓しうるモデ
ルケースのコンサートの創作・開催を目指した。
また、本コンサートの入場券を、Withコロナ下での持続的な公演開催に役立ち、それ自
体が高い感染症対策にもなる、購入・発券・入場までが手元のスマートフォンで全て完
結する非接触型「電子チケット」のみとし、クラシックコンサートでは珍しい電子チ
ケット入場Onlyの公演としてSNS等で広くアピールし、直接的間接的にクラシック音楽業
界のチケットレスをはじめとしたデジタル化を促し、Afterコロナの未来を見据えた既存
の鑑賞環境・購買環境の改善と強化の「弾み」となる機運の醸成にも取り組んだ。



２．公演について

＊

開催日時・場所

公演名 アート×アート = ∞　～共創と共奏～

令和3年3月4日（木）開演 19：15（開場 19：00、終演 19：55）
会場：森ビル デジタルアート ミュージアム:エプソン チームラボボーダレス（東京・お台場）

本用紙は、１契約の内容が「１．新進○○育成公演（計６公演）、２．○○研修（３メニュー　各１０回）」のように複数の事業を含む場合には、新進○○育成公演、○○研修ごとに
作成すること。なお、新進○○育成公演（計６公演）の場合、本用紙の中で公演毎に①～⑥に分けて記載すること。

＊共催者等の具体的な役割を記載。

【主催】アート×アート = ∞ 実行委員会 (プロオーケストラ7団体)
【特別協力】森ビル デジタルアート ミュージアム:エプソン チームラボボーダレス
【協力】株式会社ドワンゴ／株式会社アカシック／playground株式会社／株式会社リンク
　　　　ステーション
【後援】公益社団法人日本オーケストラ連盟／公益社団法人日本演奏連盟（コンサート後援）

開催にあたっての
協力機関・団体等

公演内容・詳細

●令和3年1月7日 日本政府・各自治体からの緊急事態宣言再発出（及び延長）につき
　開演時間・曲目等内容を委託業務計画書から変更して実施した

【料金】全席指定 7,000円（抽選販売で限定20名）
　　　　※LIVE配信は本公演をモデルケースとして広めあまねく社会にも還元するため無料
　　　　 （ニコニコ動画でのチャットをしながら鑑賞を楽しめる双方向配信を採用）
　　　　※会場での来場鑑賞者は各オーケストラから電子チケット発券情報を送付され、
　　　　　入場は電子チケットのみの公演として開催

【曲目】①ヴァイオリン・ソロ：J.S.バッハ：シャコンヌ
　　　　②弦楽四重奏：メンデルスゾーン：弦楽四重奏曲 第2番 第1楽章
　　　　③提案応募曲：吉松隆：アトム・ハーツ・クラブ・カルテットより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ALLEGRO」「FINALE」（弦楽四重奏）
　　 　　（共創協力者・西澤忠志さん（立命館大学大学院先端総合学術研究科博士課程
　　　　 　在学中）からのご提案を採用）
        ④弦楽合奏：グリーグ：ホルベルク組曲 第1番より 第3楽章
       　（実行委員会メンバー全員による合奏）

【出演】東京交響楽団　水谷 晃（東京交響楽団 コンサートマスター）
　　　　　　　　　　　中村楓子（第1ヴァイオリン奏者）
　　　　　　　　　　　鈴木浩司（第2ヴァイオリン奏者）
　　　　　　　　　　　多井千洋（ヴィオラ・フォアシュピーラー奏者）
　　　　　　　　　　　蟹江慶行（チェロ奏者）
　　　　京都市交響楽団　辻 明子（第2ヴァイオリン奏者）
　　　　群馬交響楽団　池田美代子（首席ヴィオラ奏者）
　　　　新日本フィルハーモニー交響楽団　ビルマン聡平（首席第2ヴァイオリン奏者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘田徹（チェロ奏者）
　　　　東京都交響楽団　髙橋洋太（コントラバス奏者）
　　　　名古屋フィルハーモニー交響楽団　日比浩一（弦楽合奏コンサートマスター）
　　　　日本センチュリー交響楽団　巖埼友美（第2ヴァイオリン奏者）

【特設サイト】http://tokyosymphony.jp/pc/artart/index.html（別添資料1「事業報告」）
　　　　　　　※コンサート内容・配信元リンク含めて本事業内容の全てをWEB上で公開中

【情報公開】各楽団が連携しホームページやSNS（Twitter・Instagram・Facebook）で発信

【取材・マスコミ】日経新聞、音楽の友、共同通信など（記事は別添資料2～4として提出）

※日本政府・各自治体からの緊急事態宣言再発出（及び延長）につき開演時間・曲目等内容を
一部変更して実施した。具体的には、20：00までに終演するためには、コンサート開演時間を
前倒しせねばならず、実行委員会メンバー全員での弦楽合奏だけしかゲネプロ時間が確保でき
なくなったため、弦楽合奏と同じくゲネプロ本番で予定していた弦楽四重奏曲2曲は、東京交響
楽団メンバーでの四重奏に変更し、かつ、よりクラシックファンを開拓できる曲目に変更し
た。変更に伴い公演前リハーサルを楽団練習室で複数回実施してさらによりよいコンサートに
なるように配慮・工夫した。



３．事業の成果

備
考

①本成果報告書とともに「事業報告」（別添資料1）をあわせて提出いたします。
　【事業報告URL】https://tokyosymphony.jp/common/tso/images/artart/artart_A3_2021.pdf

②本事業実施に係る関係資料・制作物格納先
　【楽団リリース】http://tokyosymphony.jp/common/tso/images/pdf/press/press_20210210.pdf
　【特設サイト】https://tokyosymphony.jp/pc/artart/index.html
　【コンサートPV】https://www.youtube.com/watch?v=3zhAe3hCw40
　【電子チケット導入楽団ニュース】https://tokyosymphony.jp/pc/news/news_4490.html&page=1
　【電子チケット導入PV】https://www.youtube.com/watch?v=8e38-nJYTtA

今後の課題：「配信」のみで収入を得ることの難しさ
今回、劇場や音楽堂とは異なる会場定員が少ないデジタルアート空間でコンサート開催であったため、あわ
せてLIVE配信を行い、収入を得る方法として「ギフト機能（投げ銭）」を実施した。配信中の画面にオンタ
イムで流れるチャット・コメントでは「総合芸術」や「クラシック音楽で初めて感動した」など、好意的な
コメントばかりであり、また視聴者による鑑賞後評価では「とてもよかった・よかった・ふつう・あまりよ
くなかった・よくなかった」の5段階評価で「よかった」以上が99.5％と非常に高い満足度を得ることができ
たにもかかわらず、ギフト機能を十分に活かすインセンティブと工夫が欠けていたため、想定を下回る収入
（業務収支決算書にて報告済）しか得られなかった。クラシック音楽の場合「第九」のような公演でも配信
視聴チケットの券売は厳しく、ギフトなども含め、配信で収益を上げることを目指すならば、たとえば、
バックステージ見学などの体験機会の提供や特別な景品提供と連動するなど、インセンティブや工夫が必要
であり、コロナ禍でアーカイブとして蓄積された配信動画を、文化芸術団体の新たな「経営資源」とし、今
後の事業展開へとつなげていきたい。

①実行委員会形式での事業実施：プロオケ有史以来初
新規顧客開拓とデジタル化の遅れの改善という課題を解決するべく、1団体ではなく複数の団体で組織を超え
た横断的な協力体制を敷いて取り組んだ。合同演奏など以外で、プロオーケストラが互いに持つ問題意識を
共有し、一緒になって課題解決型のプロジェクトに取り組むことは、日本のプロオーケストラ有史以来、初
めてのことである。
②ペーパーレスかつSNSを最大限に活用：事業実施の迅速化・効率化
ターゲット層に合うようにSNS・インターネットを最大限活用して、チラシ作成・配下、広告出稿などのコス
トを削減し合理的かつ効率的に事業運営を行った。コンサート詳細含め本事業全体像をWEB上で一ヶ所にまと
め公告し、これまでクラシック音楽の情報伝達手段は「紙」によるチラシや新聞公告などを中心としたもの
であったが、20代～40代の次世代の聴衆となる新規クラシック音楽ファンを開拓するという目的を鑑み、チ
ラシ・新聞広告などを一切排しペーパーレスかつ低コストという従来とは正反対の立場をとり、Twitter・
Instagram・FacebookなどSNSのみでの情報伝達・周知拡散を行った。
③リカレント教育（生涯学習）へ展開：実施事業の連続性
新規クラシック音楽ファンを開拓するべく本コンサート開催をきっかけとしつつも、より丁寧に新規顧客層
と伴走する仕組みが必要であり、現役学生から社会人まで広く門戸を開く「学習院さくらアカデミー」と提
携して、オンラインでの入門講座「はじめてのクラシック♪」を開設し連携して、本コンサートが単発の演
奏披露で終わることなく、事業の連続性の担保とした。

本成果報告書「1.概要－「事業のねらい、波及効果など」の目標4項目」の達成率

①達成率98.5％：20代30代40代のチケット申込割合80％以上
　→約10日間の申込期間で約33件の申込みがあり40代以下が78.8％であった。
②達成率125％：配信での鑑賞者数2万人（延べ人数）以上
　→当日LIVE配信での鑑賞者数約25,000人（見逃し配信中である5/30時点で28,620人）
③達成率98.4％：本コンサートでオーケストラ公演への興味が喚起されチケット購入に
　　　　　　　　 結びついた割合130％以上
  →コンサート開催・配信後にチケット売上が128％へと増加した（開催前後の平均値と比較）
④達成率105.7％：購買環境・鑑賞環境が改善されたことによるネット予約の割合130％以上
　→ネット予約は137.5％へと増加し電話予約は15％減少した（導入前後の平均値と比較）

【本事業の目標達成率：106.9％】
上記4項目の目標達成率を合計し本事業を数値で総括するならば、十分に結果を出したと結して妥当である。

　　　　　　　　　※コンサート結果詳細は資料1「事業報告」の「コンサート開催結果」にも記載
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＊本事業を実施した結果として、実現できなかったこと等の課題を記載。
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